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は
じ
め
に

ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
る
『
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト１

）
』
の
出

版
以
来
、
自
由
主
義
的
理
解
が
優
勢
を
占
め
て
い
た
英
米
系
の
政
治
理

論
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
共
和
主
義
的
解
釈
が
再
び
学
問
的
に
脚
光
を
浴
び
る
、
い
わ

ゆ
る
「
共
和
主
義
的
転
回
」
が
生
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
ポ
ー
コ
ッ

ク
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
継
受
し
て
、
一
方
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ

ケ
ロ
以
来
の
古
代
の
共
和
主
義
的
政
治
思
想
は
も
と
よ
り
、
マ
キ
ャ

ヴ
ェ
リ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
、
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
、
コ
ン
ス
タ
ン
な
ど
近
代

政
治
哲
学
に
つ
い
て
の
共
和
主
義
的
な
再
解
釈
を
試
み
る
政
治
思
想
研

究
が
開
花
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、
現
代
政
治
理
論
に
お
い
て
も
、
進

展
し
た
政
治
思
想
研
究
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
現
代

社
会
に
適
合
す
る
市
民
的
共
和
主
義２

）
の
政
治
理
論
を
体
系
化
す
る
試
み

が
熱
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
の
現
代
政
治
理
論
研

究
に
お
い
て
も
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
共
和
主
義
に
関
す
る
研
究
が
増

加
し
て
い
る３

）
。

現
代
政
治
理
論
に
お
け
る
共
和
主
義
的
議
論
の
潮
流
は
、
一
九
八
〇

年
代
に
お
け
る
自
由
主
義
（lib

era
lism

）
と
共
同
体
主
義
（co

m
-

m
u
n
ita
ria
n
ism

）と
の
間
の
論
争
に
端
を
発
し
、
九
〇
年
代
の
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
論
に
お
け
る
自
由
主
義
対
市
民
的
共
和
主
義
と
い
う
形
で
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の
再
定
義
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す

る
哲
学
的
議
論
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
科

教
育
学
の
橋
崎
頼
子
は
、
市
民
的
共
和
主
義
と
自
由
主
義
と
の
ど
ち
ら

の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
も
国
民
統
合
や
国
民
国
家
の
維
持
・
強
化

の
た
め
の
国
民
育
成
の
教
育
に
結
び
付
い
た
こ
と
を
多
元
的
な
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
・
国
際
理
解
教
育
の
観
点
か
ら
批
判
的
に
指
摘
し
て
い
る４

）
。

同
様
に
自
由
主
義
と
市
民
的
共
和
主
義
を
対
立
さ
せ
る
構
造
は
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
批
判
的
な
論
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典

型
と
し
て
哲
学
・
倫
理
学
者
の
河
野
哲
也
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
を
市
民
的
共
和
主
義
に
拠
っ
て
立
つ
「
公
共
性
を
陶
冶
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
理
解
し
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
そ
の
包
摂
性
や

多
元
性
の
欠
如
を
批
判
す
る５

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
に
お
い
て
こ
の
よ
う

に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
自
由
主
義
と
市
民
的
共
和
主
義
と
の
単
純

な
対
比
図
式
は
、
現
代
の
政
治
理
論
に
お
け
る
市
民
的
共
和
主
義
の
研

究
か
ら
見
て
本
当
に
維
持
で
き
る
議
論
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も

こ
の
よ
う
な
市
民
的
共
和
主
義
理
解
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。本
稿
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
市
民
的
共
和
主
義
に
関
す
る

二
冊
の
書
籍
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
と
い
う
方
法
で
検
証
を
行
い
た

い６
）

。
一
冊
目
は
現
代
の
共
和
主
義
的
政
治
理
論
の
代
表
的
な
哲
学
者
で

あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
と
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
マ
ル
テ
ィ７

）
と
の

共
著
で
あ
る
『
公
共
生
活
に
お
け
る
政
治
哲
学
』
で
あ
り
、
も
う
一
冊

は
市
民
的
共
和
主
義
の
政
治
理
論
を
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
適
用

す
る
こ
と
を
試
み
る
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
教
育
学
者
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン８

）
の
『
市
民
的
共
和
主
義
と
市
民
教
育
』
で
あ
る
。
こ
の

二
冊
の
検
討
を
通
じ
て
、
現
代
政
治
理
論
に
お
け
る
市
民
的
共
和
主
義

が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
り
複
雑

な
も
の
で
あ
り
、
よ
り
繊
細
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

れ
を
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
ず
し

も
幾
人
か
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
な
問
題
点
が
看
過
さ
れ
て
い
る
訳

で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

マ
ル
テ
ィ
＆
ペ
テ
ィ
ッ
ト
『
公
共
生
活
に
お
け
る
政
治
哲

学
』

一
般
的
に
言
っ
て
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
は
個
々
の
政
策
に
つ
い
て

の
見
解
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
総
体
と
し
て
い
か
な
る
国
政
に
し

た
い
の
か
に
関
す
る
実
践
的
な
政
治
哲
学
が
求
め
ら
れ
る
。「
美
し
い

国
」「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
脱
却
」「
日
本
を
、
取
り
戻
す
」
な
ど
の
言
説

で
語
ら
れ
る
安
倍
晋
三
自
民
党
政
権
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、「
友
愛
」

（
鳩
山
由
紀
夫
政
権
）、「
最
小
不
幸
社
会
」（
菅
直
人
政
権
）、「
中
庸
の

政
治
」（
野
田
佳
彦
政
権
）の
ご
と
く
、
い
や
む
し
ろ
、
民
主
党
政
権
に
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お
い
て
も
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
我
々
の
記
憶
に
新
し
い
。も
っ
と
も
、

政
治
家
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
個
々
の
政
策
の
間
に
は
直
接
的
な
関

連
を
欠
く
こ
と
も
多
く
、
加
え
て
日
本
で
は
サ
ン
デ
ル
・
ブ
ー
ム
の
後

で
も
、
そ
も
そ
も
哲
学
的
な
規
範
か
ら
政
治
実
践
を
評
価
す
べ
き
と
の

社
会
的
合
意
そ
れ
自
体
が
必
ず
し
も
形
成
さ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
う
し
た
日
本
の
政
治＝

学
界
状
況
に
慣
れ
親
し
ん
だ
身
か
ら
す
れ

ば
、
ス
ペ
イ
ン
社
会
労
働
党
の
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
サ
パ

テ
ロ
政
権
（
二
〇
〇
四
｜
二
〇
一
一
年
）
の
行
っ
た
「
社
会
実
験
」
は
、

極
め
て
壮
大
か
つ
挑
戦
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
サ
パ
テ
ロ
は
、
政
治
哲
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民

的
共
和
主
義
の
政
治
哲
学
を
受
容
し
、
そ
の
哲
学
に
明
示
的
に
基
づ
い

た
政
治
実
践
を
二
期
七
年
八
か
月
に
亘
っ
て
敢
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
首

相
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
政
治
哲
学
と
政
治
実
践
と
の
交
錯
を
当
事

者
で
あ
る
サ
パ
テ
ロ
と
ペ
テ
ィ
ッ
ト
双
方
の
声
を
含
め
て
描
き
出
し
た

書
で
あ
る
。

（
一
）
内
容

本
書
は
、
全
五
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
サ
パ
テ
ロ
と

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
共
和
主
義
に
関
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
状
況
を
説

明
し
、
第
二
章
で
は
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
的
共
和
主
義
の
解
説
が
行
わ

れ
る
。
第
三
章
で
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
第
一
期
サ
パ
テ
ロ
政
権
の
政
策

を
評
価
し
、
第
四
章
で
は
サ
パ
テ
ロ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
以
上
を
受
け
て
第
五
章
で
は
、
政
治
哲
学
が
実
践
的
な
公
共

哲
学
た
り
う
る
た
め
の
条
件
を
考
察
し
て
い
る
。
以
下
、
各
章
を
も
う

少
し
詳
細
に
見
て
み
よ
う
。

第
一
章
は
、
サ
パ
テ
ロ
が
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
的
共
和
主
義
を
採
用

し
た
前
後
の
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
状
況
に
関
す
る
、
共
著
者
の
マ
ル
テ
ィ

に
よ
る
説
明
で
あ
る
。
サ
パ
テ
ロ
が
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
的
共
和
主
義

を
採
用
す
る
に
至
っ
た
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
政
治
的
背
景
と
し
て
、
社
会

主
義
者
の
ゴ
ン
サ
レ
ス
元
首
相
（
ス
ペ
イ
ン
社
会
労
働
党
）
や
中
道
右

派
で
カ
ト
リ
ッ
ク
原
理
主
義
の
ア
ズ
ナ
ー
前
首
相
（
国
民
党
）
の
ど
ち

ら
に
対
し
て
も
相
違
を
喧
伝
す
る
必
要
性
に
駆
ら
れ
て
い
た
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
政
治
情
勢
と
し
て
も
、
一
九
九

〇
年
終
盤
に
英
仏
独
で
相
次
い
で
左
派
政
権
が
誕
生
し
、
イ
ギ
リ
ス
の

ブ
レ
ア
政
権
が
「
第
三
の
道
」
を
採
っ
た
よ
う
に
、
福
祉
国
家
の
あ
り

方
を
見
直
し
つ
つ
も
社
会
民
主
主
義
の
理
念
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
方
向

で
、
左
翼
の
現
代
化
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
第
三
の
道
」
で
は
ゴ
ン
サ
レ
ス
と
の
差
別
化
が
難
し
か
っ
た
た
め
、

サ
パ
テ
ロ
は
社
会
学
者
ホ
セ
・
ア
ン
ド
レ
ス
・
ト
レ
ス
・
モ
ー
ラ
の
薦

め
で
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
『
共
和
主
義９

）
』
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

サ
パ
テ
ロ
が
ペ
テ
ィ
ッ
ト
に
直
接
面
会
し
た
の
は
二
〇
〇
四
年
が
初
め

て
で
あ
り
、
こ
の
際
に
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
「
共
和
主
義
」
と
い
う
用
語
が
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君
主
制
を
敷
く
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
誤
解
を
受
け
る
可
能
性
を
考
慮

し
、「
市
民
主
義
（
西civ

icism
o
/

英civ
icism

）」
と
い
う
用
語
を
サ

パ
テ
ロ
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
説
明
と
し
て
、「
誰
も
が
他
人

の
目
を
見
て
話
せ
る
こ
と
」
と
い
う
比
喩
を
提
案
し
た
。

第
二
章
で
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
自
身
が
自
ら
の
市
民
的
共
和
主
義
の
理

論
を
解
説
す
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
ま
ず
、
自
ら
の
市
民
的
共
和
主
義
が

「
市
民
的（civ

ic

）」で
あ
り
、
①
反
君
主
政
論
、
②
ア
メ
リ
カ
共
和
党
、

③
人
民
主
権
や
全
員
参
加
を
中
核
理
念
と
す
る
共
同
体
主
義
と
い
っ
た

三
つ
の
思
想
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。続
い
て
、

「
恣
意
的
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
論
を
採
る
地
中
海＝

大
西
洋

的
共
和
主
義
と
「
主
権
者
の
自
己
支
配
と
し
て
の
政
治
参
加
の
自
由
」

論
を
採
る
フ
ラ
ン
ス＝

プ
ロ
イ
セ
ン
的
共
和
主
義
を
対
比
さ
せ
、
自
ら

の
思
想
は
前
者
で
あ
る
と
す
る
。
恣
意
的
支
配
と
し
て
、
企
業
や
宗
教

組
織
に
加
え
外
国
を
含
め
た
私
的
権
力
に
よ
る
も
の
（d

om
in
iu
m

）

と
、
自
国
の
政
府
と
い
う
公
的
権
力
に
よ
る
も
の
（im

periu
m

）
と
の

二
種
類
が
あ
り
、
前
者
は
社
会
民
主
主
義
の
原
理
を
、
後
者
は
立
憲
民

主
主
義
の
原
理
の
必
要
性
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
支
配

の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
の
伝
統
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
功
利
主
義
に
至

る
近
代
政
治
思
想
史
の
中
で
衰
退
し
た
が
、
社
会
主
義
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
と
し
て
影
響
を
残
し
続
け
た
と
い
う
。

第
三
章
は
、
二
〇
〇
四
｜
八
年
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
市
民
的
共
和

主
義
の
実
践
に
つ
い
て
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
評
価
を
行
う
章
で
あ
る
。ま
ず
、

私
的
権
力
に
よ
る
支
配
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
は
、
①
支
配
の
不
在

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
の
整
備
、
②
弱
者
の
権
限
強
化
、

③
犯
罪
・
腐
敗
・
テ
ロ
な
ど
か
ら
の
市
民
の
保
護
、
④
強
大
な
個
人
や

集
団
の
抑
制
が
必
要
と
な
る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
サ
パ
テ
ロ
の

政
策
を
検
討
す
る
。
次
に
、
公
的
権
力
に
よ
る
支
配
か
ら
市
民
を
守
る

策
と
し
て
、
政
府
の
透
明
性
、
説
明
責
任
、
応
答
性
の
必
要
性
を
述
べ

た
上
で
、
議
会
改
革
、
情
報
公
開
制
度
、
国
営
放
送
の
民
営
化
な
ど
の

政
策
、
ま
た
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
な
ど
へ
の
地
方
分
権
や
野
党
・
司
法
・
市

民
運
動
な
ど
に
関
し
て
共
和
主
義
の
観
点
か
ら
評
価
を
行
う
。
以
上
を

踏
ま
え
、
一
〇
点
満
点
中
一
〇
点
と
は
言
え
な
い
と
す
る
が
、
私
的
権

力
・
公
的
権
力
双
方
の
支
配
に
対
し
て
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
そ
れ
ら

が
二
期
目
で
改
善
さ
れ
る
な
ら
ば
市
民
的
共
和
主
義
の
観
点
か
ら
正
し

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
結
論
す
る
。
こ
の
章
に
続
い

て
補
遺
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
新
聞
エ
ル
・
パ
ソ
の
編
集
者
に
よ
る
質

問
に
答
え
る
と
い
う
形
式
で
、
さ
ら
に
特
殊
ス
ペ
イ
ン
の
文
脈
に
合
わ

せ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
の
応
答
を
行
っ
て
い
る
。

第
四
章
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
市
民
的
共
和
主
義
に
つ
い
て
サ
パ
テ
ロ

に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
際
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
的
共
和
主
義
に
関
心
を
持
っ
た
経
緯
か
ら
始
ま

り
、
こ
の
理
論
に
感
じ
て
い
る
魅
力
、
個
々
の
政
策
に
つ
い
て
の
意
見
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な
ど
が
交
わ
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
サ
パ
テ
ロ
に
と
っ
て
市
民
的
共
和
主

義
は
、
人
々
の
福
祉
や
社
会
政
策
と
、
政
府
の
恣
意
的
権
力
を
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
権
利
や
自
由
を
拡
大
す
る
こ
と
と
を
同
時
に
実

現
す
る
た
め
の
指
針
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
サ
パ
テ
ロ
は
ま
た
、
ス

ペ
イ
ン
に
お
け
る
市
民
参
加
の
低
調
さ
を
憂
い
て
お
り
、
そ
の
対
策
と

し
て
「﹇
支
配
の
不
在
と
し
て
の
﹈
自
由
の
た
め
の
教
育
」
た
る
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
貢
献
し
う
る
と
述
べ
る
。
同
じ
点
か
ら
、
政
府
の

共
通
価
値
を
伝
え
る
の
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
も
、
む
し
ろ
討
論
や
公

的
熟
議
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
と
す
る
。

最
後
の
第
五
章
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
と
マ
ル
テ
ィ
の
共
著
で
、
政
治
哲

学
が
現
実
政
治
に
お
い
て
役
割
を
果
た
す
た
め
の
条
件
を
考
察
し
、
ペ

テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
的
共
和
主
義
が
そ
の
条
件
に
合
致
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
。
そ
の
条
件
に
は
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、
エ
リ
ー
ト

主
義
や
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
よ
う
な
極
端
な
も
の
で
は
全
て
の
人

が
等
し
く
共
有
で
き
る
理
想
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
（
共
有
可
能
性

sh
a
ra
b
le

）。
次
に
、
ル
ソ
ー
や
カ
ン
ト
の
よ
う
に
現
実
の
人
間
が
持
ち

う
る
動
機
や
認
知
能
力
を
超
え
た
理
想
を
掲
げ
た
も
の
で
は
な
ら
な
い

と
い
う（
現
実
性rea

listic

）。
三
つ
目
に
、
人
々
が
よ
り
良
い
生
活
を

目
指
す
よ
う
勇
気
づ
け
る
よ
う
な
理
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
活
性
化

en
erg

izin
g

）、
そ
の
た
め
に
は
、
①
制
度
設
計
、
政
策
形
成
、
市
民
活

動
な
ど
広
範
な
（b

ro
a
d

）
領
域
を
包
含
す
る
理
想
で
あ
り
、
②
社
会
の

様
々
な
病
弊
に
対
処
す
る
深
い
（d

eep

）
理
想
で
あ
り
、
③
ど
ん
な
に

不
完
全
で
あ
ろ
う
と
現
実
問
題
に
つ
い
て
国
家
に
助
言
を
与
え
う
る
逞

し
い
（ro

b
u
st

）
理
想
で
あ
り
、
④
本
来
個
人
が
行
う
べ
き
も
の
ま
で
行

う
よ
う
な
押
し
つ
け
が
ま
し
さ
の
な
い
（n

o
n
in
tru
siv
e

）
理
想
で
あ

り
、
⑤
人
々
の
問
題
意
識
や
不
満
と
十
分
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
禁
欲
的

で
な
い
（n

o
n
a
u
stere

）
理
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト

の
市
民
的
共
和
主
義
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
全
て
満
た
す
も
の
で
あ
る

が
故
に
、
政
治
実
践
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
も
っ
と
も
、

ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
政
治
哲
学
の
役
割
が
現
実
政
治
に
役
立
つ
こ
と
に
限
ら

れ
る
と
述
べ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

（
二
）
先
行
文
献

本
書
に
つ
い
て
、
既
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｄ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
に
よ
る

書
評10

）
と
、
民
主
主
義
論
と
の
関
係
で
の
谷
澤
正
嗣
に
よ
る
検
討11

）
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
先
行
研
究
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い12

）
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
は
、
第
一
に
、
共
和
主
義
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
自
律
と
の

問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
文
脈
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
カ

タ
ロ
ニ
ア
、
バ
ス
ク
の
問
題
を
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
共
和
主
義
理
論
だ
け
か

ら
本
当
に
解
決
策
を
提
示
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
う
し

た
範
囲
の
問
題
に
共
和
主
義
が
応
答
で
き
る
か
と
の
疑
問
は
、
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
や
政
治
的
単
位
の
論
点
と
し
て
山
岡
龍
一
も
か
つ
て
指
摘
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し
て
い
た13

）
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
個
々
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て
は

共
和
主
義
の
原
理
か
ら
導
か
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
文
脈
に
応
じ
た
賢

慮
（p

ru
d
en
ce

）
か
ら
導
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
で
あ

る
。
例
え
ば
サ
パ
テ
ロ
は
、
経
済
活
性
化
、
信
頼
で
き
る
法
の
支
配
、

包
摂
的
な
教
育
制
度
、
健
全
な
健
康
保
健
制
度
、
持
続
可
能
な
環
境
の

五
点
を
私
的
権
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
「
鍵
と
な
る
要
素
」
に
挙
げ
る

が
、
こ
れ
ら
全
て
を
「
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
と
い
う
単
一
の

原
理
か
ら
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
す
る14

）
。
第
三
に
、
共
和
主
義
と

中
道
左
派
ロ
ー
ル
ズ
主
義
と
が
ど
こ
ま
で
異
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
で

あ
る
。
両
者
と
も
に
貧
し
く
か
つ
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
不
正
義
と

考
え
る
点
で
は
共
通
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
貧
し
い
が
支
配
し
て
い
る
こ

と
と
豊
か
だ
が
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
で
は
ど
ち
ら
を
よ
り
不
正
義

と
考
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
極
端
な
場
合
に
お
い
て
の
み
、
両
者
で
意

見
が
異
な
る
可
能
性
が
生
じ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

第
四
に
、「
支
配
」
を
ど
の
よ
う
に
識
別
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

例
え
ば
、
学
校
が
生
徒
の
履
く
靴
を
自
由
に
し
た
場
合
、
生
徒
が
新
品

の
靴
を
履
き
た
が
る
こ
と
で
履
く
靴
に
つ
い
て
の
新
た
な
「
支
配
」
が

生
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、
そ
の
場
合
に
学
校
が
生
徒
の
履

く
靴
を
指
定
す
る
の
と
し
な
い
の
と
の
ど
ち
ら
が
よ
り
問
題
の
大
き
い

「
支
配
」
な
の
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い15

）
。
第
五
に
、
全
て
の
市
民

に
よ
り
善
き
生
を
提
示
で
き
な
い
政
治
的
理
念
は
価
値
が
な
い
と
い
う

が
、
そ
の
よ
う
な
政
治
理
念
が
本
当
に
可
能
な
の
か
と
の
疑
問
を
投
げ

か
け
る
。

ま
た
、
谷
澤
は
、
共
和
主
義
が
民
主
主
義
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る

と
述
べ
る
ラ
ン
シ
エ
ー
ル
と
は
対
照
的
に
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
共
和
主
義

が
民
主
主
義
の
「
抗
争
と
不
合
意
」
の
側
面
を
現
実
的
な
自
由
論
を
基

底
に
要
求
す
る
点
を
評
価
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
多
数

派
に
対
す
る
少
数
派
の
抵
抗
を
念
頭
に
は
置
く
が
、
少
数
派
に
よ
る
多

数
派
支
配
（
例
え
ば
エ
リ
ー
ト
主
義
）
の
危
険
を
過
小
評
価
す
る
点
に

は
批
判
的
で
あ
る
。

（
三
）
評
価

ま
ず
、
本
書
の
魅
力
を
挙
げ
た
い
。
第
一
に
、
公
的
権
力
に
よ
る
支

配
の
み
な
ら
ず
、
公
私
ど
ち
ら
の
権
力
に
よ
る
支
配
に
対
し
て
も
自
由

を
守
る
こ
と
を
強
調
す
る
点
で
、
国
家
に
よ
る
公
的
支
配
を
の
み
糾
弾

し
が
ち
な
自
由
主
義
の
発
想
よ
り
幾
分
魅
力
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
私
的
権
力
と
し
て
挙
げ
る
も
の
の
中
に
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
者
の
好
み
そ
う
な
企
業
が
含
ま
れ
る16

）
の
み
な
ら
ず
、
ス
ペ
イ
ン
の

宗
教
的
背
景
を
考
慮
し
た
場
合
に
大
き
な
問
題
と
な
る
宗
教
団
体
や
、

ま
た
、
国
際
政
治
理
論
（
特
に
従
属
論
に
代
表
さ
れ
る
構
造
主
義
の
系

列
）の
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
力
の
強
い
外
国
も
含
ま
れ
る
。
確
か
に
、

自
由
を
妨
げ
る
の
が
国
家
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
主
体
で
あ
っ
て
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も
、
個
人
に
と
っ
て
は
自
由
が
妨
げ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
に
は
変
わ
ら

な
い
以
上
、
よ
り
広
範
な
不
自
由
を
論
じ
る
こ
と
の
で
き
る
自
由
概
念

を
提
示
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
に
、
首
尾
一
貫
し
た
政
治
理
論
が
現
実
の
国
家
レ
ベ
ル
の
政
治

に
お
い
て
明
示
的
に
実
践
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
確

か
に
あ
る
種
の
自
由
主
義
や
あ
る
種
の
社
会
主
義
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の

実
践
は
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
共
和
主
義
の
思
想
が
ス

ペ
イ
ン
と
い
う
現
代
の
先
進
国
家
に
お
い
て
明
示
的
に
実
行
に
移
さ
れ

た
こ
と
は
、
政
治
史
的
な
観
点
で
も
、
政
治
理
論
的
な
観
点
で
も
、
見

逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
極
め
て
重
要
な
実
例
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
政
治
哲
学
が
現
実
政
治
に
貢
献
し
う
る
た
め

の
条
件
を
列
挙
し
た
こ
と
も
、
今
後
の
政
治
理
論
方
法
論
研
究
に
と
っ

て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
書
に
は
以
上
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
次
の

二
点
で
は
特
に
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
支
配

の
不
在
と
い
う
自
由
論
や
、政
治
実
践
と
の
架
橋
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
詳
細
な
吟
味
が
必
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
概
念
に
関
し
て
、
第
一
に
、「
干
渉

の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
と
同
様
に
消
極
的
な
、
そ
の
表
現
が
も
し
誤

解
惹
起
的
で
あ
れ
ば
否
定
的
な
、
仕
方
で
自
由
を
定
義
し
て
い
る
点
は

さ
ら
な
る
検
討
を
要
し
よ
う
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
否
定
的
に
定
義
す
る
理

由
は
本
書
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

積
極
的
な
個
人
的
自
由
と
し
て
自
律
を
実
現
し
う
る
こ
と
を
根
拠
に

「
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
を
擁
護
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ

れ
で
は
我
々
の
ほ
と
ん
ど
が
魂
の
領
域
だ
と
考
え
る
部
分
に
国
家
権
力

が
侵
犯
す
る
こ
と
を
許
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る17

）
、
と
。
つ
ま
り
、
本

書
で
も
積
極
的
自
由
の
抱
え
る
問
題
点
が
強
烈
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
「
干
渉
の
不
在
」
に
比
べ
て
「
支
配

の
不
在
」
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
み
で
、
そ
の
単
独
で
の
価
値

を
ど
こ
ま
で
説
得
的
に
提
示
で
き
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分

か
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
「
支
配
の
不
在
と
し
て
の

自
由
」
に
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
何
ら
か
の
個
人
の
自
律
や
自

己
支
配
の
観
念
の
価
値
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
は
言
え
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

こ
の
積
極
的
自
由
と
の
対
比
に
関
連
し
て
、「
支
配
の
不
在
と
し
て
の

自
由
」
は
、
共
和
主
義
者
の
中
で
も
サ
ン
デ
ル
か
ら
は
「
自
己
統
治
と

し
て
の
自
由
」
の
立
場
か
ら
強
力
な
批
判
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る18

）
。

日
本
に
お
い
て
も
、
中
村
隆
志
が
同
様
の
視
点
か
ら
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
自

由
論
に
「
自
己
統
治
と
し
て
の
自
由
」
論
へ
の
接
合
を
求
め19

）
、
ま
た
、

森
達
也
も
新
ア
テ
ナ
イ
派
か
ら
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
自
由
論
で
は
薄
す
ぎ
る

点
に
反
論
が
寄
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る20

）
。
こ

れ
ら
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
共
和
主
義
と
一
括
り
に
さ
れ
る
理
論
の
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中
に
も
自
由
論
と
い
う
政
治
学
上
根
本
的
な
論
点
に
お
け
る
相
違
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
共
同
体

主
義
者
が
共
和
主
義
的
自
由
を
「
誤
読21

）
」
し
て
い
る
と
単
純
に
評
し
て

済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
か
ろ
う
。

こ
の
自
由
概
念
に
関
連
し
た
第
三
の
論
点
と
し
て
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が

自
己
の
共
和
主
義
理
論
を
本
当
に
自
由
論
だ
け
か
ら
定
義
で
き
て
い
る

の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
う
る
。
例
え
ば
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
共
和
主
義

の
唯
一
の
究
極
的
な
統
治
原
理
は
、
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
を
市

民
が
平
等
か
つ
最
大
限
に
享
受
す
る
こ
と
と
し
て
い
る22

）
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
共
和
主
義
の
核
心
に
は
、
自
由
論
の
み
な
ら
ず

分
配
論
の
レ
ベ
ル
で
は
何
ら
か
の
平
等
論
も
存
在
し
て
お
り
、
ペ

テ
ィ
ッ
ト
は
双
方
に
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か23

）
。

本
書
に
限
定
す
れ
ば
、そ
う
し
た
平
等
が
要
請
さ
れ
る
の
は
、ペ
テ
ィ
ッ

ト
が
あ
く
ま
で
集
団
と
し
て
の
政
治
生
活
の
必
要
な
場
面
を
設
定
し
、

そ
の
場
面
に
限
定
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い24

）
。

こ
の
よ
う
な
形
で
市
民
的
共
和
主
義
の
政
治
理
論
を
現
代
に
お
い
て

再
興
し
て
見
せ
た
ペ
テ
ィ
ッ
ト
だ
が
、
彼
の
ネ
オ
・
ロ
ー
マ
派
的
議
論

に
お
い
て
は
、
市
民
的
共
和
主
義
の
理
想
的
な
政
体
を
維
持
す
る
た
め

の
徳
論
や
ま
し
て
や
教
育
論
に
つ
い
て
事
細
か
に
詳
論
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
正
面
か
ら
議
論
を
行
っ
た
一
冊
が
、
次
に

検
討
す
る
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
『
市
民
的
共
和
主
義
と

市
民
教
育
』
で
あ
る
。

二

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
『
市
民
的
共
和
主
義
と
市
民
教
育
』

市
民
的
共
和
主
義
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
と
言
え
ば
、
日
本

で
も
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論25

）
』
が
既

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ク
リ
ッ
ク
の
や
や
直
覚
主
義
的
・
定
義
基

底
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
政
治
思
想
史
と
近

年
の
市
民
的
共
和
主
義
の
様
々
な
哲
学
的
論
議
を
よ
り
広
範
に
概
観
し

た
上
で
、
そ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
含
意
を
探
求
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
体
を
通
じ
て
、
市
民
的
共

和
主
義
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
点

に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

（
一
）
内
容

本
書
『
市
民
的
共
和
主
義
と
市
民
教
育
』
は
、
七
章
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

序
論
で
は
、
学
校
に
お
け
る
市
民
教
育
（
公
民
教
育
、
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
）
が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
特
定
の
哲
学
的
議
論

か
ら
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
な
か
で
も
市
民
の
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能
動
的
か
つ
実
践
的
な
性
格
を
具
現
す
る
市
民
的
共
和
主
義
が
有
用
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
市
民
的
共
和
主
義
の
特
徴
と
し
て
彼
が
挙
げ
る

の
は
、
第
一
に
市
民
的
義
務
、
第
二
に
共
通
善
、
第
三
に
市
民
的
徳
性
、

第
四
に
熟
議
民
主
主
義
と
い
っ
た
四
つ
の
論
点
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
導
入
と
し
て
近
年
の
市
民
的
共
和
主
義
の
再
興
に
つ

い
て
描
写
す
る
。彼
が
こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
、ポ
ー
コ
ッ
ク
、ス
キ
ナ
ー
、

ヘ
ル
ド
、
ホ
ノ
ハ
ン
、
サ
ン
ス
テ
イ
ン
、
オ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ペ

テ
ィ
ッ
ト
、
メ
イ
ナ
ー
、
バ
ー
バ
ー
な
ど
、
政
治
学
に
お
い
て
も
馴
染

み
の
あ
る
面
々
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
、
市
民
的
共
和
主
義
の
再

興
が
自
由
主
義＝

共
同
体
主
義
論
争
に
関
連
し
て
い
る
様
が
描
か
れ
る

と
と
も
に
、
市
民
的
共
和
主
義
の
理
論
の
核
心
に
独
特
の
自
由
観
、
す

な
わ
ち「
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」、が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
市
民
的
共
和
主
義
の
源
流
を
政
治
思
想
史
的
に
検
討

す
る
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
も
ま
た
、
古
代
に
お
け
る
本
質
主
義
的
共
和
主

義
論
者
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
道
具
的
共
和
主
義
論
者
の
キ
ケ
ロ
を
対

比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
が
共
和
主
義
理
論
の
二
大
潮
流
と
し
て

現
代
に
ま
で
続
く
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
中
世
に
お
い
て
も
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
神
の
国
』、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
『
君
主
の
統
治
に

つ
い
て
』
な
ど
の
共
和
主
義
的
側
面
を
指
摘
す
る
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ

リ
ア
に
お
け
る
「
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
論
と
し
て
パ
ド
ヴ
ァ

ア
の
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
が
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
を
注
記

す
る
。
最
後
に
、
近
代
の
重
要
な
思
想
家
と
し
て
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
、

ル
ソ
ー
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
つ
い
て
比
較
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
市
民
的
義
務
と
共
通
善
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
型
共
和
主
義
で
は
市
民
的
義
務
や
共
通
善
が
善

き
生
や
政
治
共
同
体
の
一
般
的
福
祉
と
結
合
し
て
い
た
。そ
れ
に
対
し
、

道
具
主
義
的
共
和
主
義
で
は
恣
意
的
支
配
か
ら
自
由
に
生
き
る
に
あ

た
っ
て
、
究
極
的
に
は
、
自
己
利
益
に
基
づ
い
て
お
り
、
共
通
善
を
経

済
学
的
な
意
味
で
の
非
排
除
性
と
捉
え
る
立
場
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ

う
に
、
両
者
の
間
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
章
で
は
、
市
民
的
徳
性
に
つ
い
て
吟
味
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
本
質
主
義
的
共
和
主
義
に
お
い
て
も
自
己
支
配
を
重
視
し
て
人
間
性

全
体
の
特
性
を
論
じ
る
も
の
と
政
治
共
同
体
が
機
能
す
る
た
め
の
市
民

的
徳
性
を
掲
げ
る
議
論
を
区
別
し
、
後
者
は
支
配
の
不
在
を
重
視
す
る

よ
り
リ
ベ
ラ
ル
で
道
具
主
義
的
な
議
論
と
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
主
張

す
る
。
続
い
て
、
市
民
的
徳
性
の
陶
冶
方
法
の
検
討
に
入
る
。
法
や
制

度
を
通
じ
て
行
う
議
論
と
、
教
育
を
通
じ
て
行
う
議
論
と
を
対
比
さ
せ

る
。
ま
た
、
近
年
の
本
質
主
義
的
共
和
主
義
の
教
育
論
が
、
人
格
教
育

論
と
異
な
り
人
の
政
治
的
市
民
と
し
て
の
側
面
に
の
み
焦
点
を
当
て
て

い
る
こ
と
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
る
。

第
五
章
で
は
、
市
民
的
共
和
主
義
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
を
考
察

す
る
。
共
和
主
義
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
が
「
自
己
統
治
と
し
て
の
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自
由
」
と
い
う
観
念
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
前
述
の
通

り
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
よ
う
な
「
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
と
い
う

観
念
か
ら
も
導
か
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
共
和
主
義
の
熟
議

民
主
主
義
論
に
お
い
て
も
紛
争
や
不
合
意
が
重
視
さ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ

る
闘
技
民
主
主
義
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
六
章
で
は
、
市
民
教
育
が
市
民
的
共
和
主
義
の
必
然
的
な
帰
結
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な

共
和
主
義
内
部
で
本
質
主
義
と
道
具
主
義
と
の
相
違
が
あ
る
こ
と
か

ら
、市
民
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
両
者
で
大
き
な
相
違
が
生
じ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
市
民
的
共
和
主
義
が
市
民

教
育
を
求
め
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
一
枚
岩
で
は
な
い
と
い
う
明
快

な
主
張
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
共
和
主
義
的
な
市
民

教
育
を
実
践
す
る
際
に
、
言
語
と
意
図
の
双
方
で
明
晰
性
を
求
め
て
い

る
。終

章
第
七
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
結
論
を
、
①
「
支
配
の
不

在
と
し
て
の
自
由
」
に
よ
る
「
自
己
支
配
と
し
て
の
自
由
」
の
置
換
・

補
完
、
②
市
民
的
義
務
の
承
認
、
③
共
通
善
と
政
治
共
同
体
の
重
要
性
、

④
市
民
的
徳
性
の
必
要
性
、
⑤
正
統
性
の
源
泉
か
つ
民
主
的
実
践
の
源

泉
と
し
て
の
政
治
参
加
に
よ
る
熟
議
の
必
要
性
、の
五
点
に
要
約
す
る
。

続
い
て
、
多
元
主
義
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
愛
国
心
と
い
う
三
つ
の
個
別

論
点
に
つ
い
て
議
論
を
補
足
し
て
本
書
を
閉
じ
る
。

（
二
）
先
行
文
献
と
そ
の
検
討

以
上
の
よ
う
な
本
書
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ヒ
ン
ク
リ
フ
に
よ

る
書
評
が
既
に
公
刊
さ
れ
て
い
る26

）
。
ヒ
ン
ク
リ
フ
の
主
た
る
論
点
は
次

の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
市
民
的
共
和
主
義
も
自
由
を
強
調
し
過
ぎ

れ
ば
自
由
主
義
に
、
参
加
の
義
務
や
共
通
善
を
強
調
し
過
ぎ
れ
ば
共
同

体
主
義
に
陥
る
が
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
決
に
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
成
功

し
て
お
ら
ず
、
単
純
に
市
民
参
加
に
関
心
を
有
す
る
自
由
主
義
の
立
場

に
与
し
て
い
る
。
第
二
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
キ
ケ
ロ
と
の
対
比
や
、

本
質
主
義
と
道
具
主
義
と
の
区
別
に
よ
っ
て
、
共
和
主
義
の
本
質
が
曖

昧
化
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
教
育
の
国
家
管
理
の
進
行
と
い
う
現
状
に

鑑
み
、共
和
主
義
的
自
由
論
は
ど
の
よ
う
に
し
て
教
育
当
局
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
教
育
方
法
・
教
職
な
ど
を
根
拠
あ
る
も
の
に
す
る
の
か
と
い
う

問
い
に
答
え
て
い
な
い
。

こ
の
う
ち
、
第
三
の
点
は
さ
ら
な
る
宿
題
と
し
て
も
、
最
初
の
二
つ

の
点
に
つ
い
て
の
評
価
に
は
、
若
干
の
疑
問
が
あ
る
。
第
一
の
点
に
関

し
て
言
え
ば
、
共
和
主
義
も
自
由
に
関
す
る
公
共
哲
学
と
規
定
す
る
こ

と
に
何
の
問
題
も
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が

共
和
主
義
を
自
由
主
義
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
と
し
て
差
別
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
共
和
主
義
者
が
自
由
論
を
中
核
に
し
、

熟
議
民
主
主
義
や
立
憲
的
な
諸
制
度
を
擁
護
し
つ
つ
も
あ
え
て
「
共
和

主
義
」
を
名
乗
る
こ
と
は
、
自
由
主
義
が
一
部
で
持
つ
悪
し
き
イ
メ
ー
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ジ
を
払
し
ょ
く
す
る
狙
い
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
に
は
市

民
の
自
由
を
守
る
と
い
う
点
で
決
定
的
な
共
通
点
が
あ
る
こ
と
ま
で
を

看
過
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
現
代
的
な
関
心
に
お
け
る
共
和
主

義
は
自
由
主
義
と
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
異
な
る
点
は
「
何
を
守

る
か
」
だ
け
で
な
く
、「
誰
が
守
る
か
」
に
関
し
て
も
強
い
関
心
を
持
つ

点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か27

）
。
同
じ
く
自
由
に
関
す
る
公
共
哲
学
で
も
、
自

由
と
い
う
守
護
す
べ
き
対
象
を
よ
り
重
視
す
れ
ば
よ
り
自
由
主
義
的
で

あ
り
、
誰
が
守
護
す
る
か
に
も
重
き
を
置
く
場
合
に
は
よ
り
共
和
主
義

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
第
二
の
批
判
に
関
し
て
は
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
が
ロ
ー
ル
ズ28

）
や

キ
ム
リ
ッ
カ29

）
の
共
和
主
義
の
区
別
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
生
じ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
に
固
有
の
問
題
点
と

は
言
え
な
い
。
但
し
、
こ
の
区
分
け
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
前
述
も
し
た
通
り
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
自
身
は
、
こ
の
両
者
を
折
衷
し
よ
う
と
し
て
、

両
者
を
つ
ぎ
は
ぎ
す
る
形
で
議
論
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け

ら
れ
る
。

（
三
）
評
価

私
見
で
は
、
本
書
の
最
大
の
功
績
は
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
い

う
具
体
的
政
策
分
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
市
民
的
共
和
主
義
の
政

治
理
論
の
多
様
性
を
見
事
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ヒ
ン
ク

リ
フ
も
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
は
共
和
主
義
の
立
場
で
一
貫
し
て
書
か

れ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
の
書
籍
と
し
て
初
め
て
世
に
出
た
も

の
で
あ
る30

）
。
共
和
主
義
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
は
、
論
文
や

本
の
一
部
の
章
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
冊
の
本
の

レ
ベ
ル
で
詳
し
く
議
論
し
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
の
共
和
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
論
に
と
っ
て
、
誰
も
が
振
り
返
る
べ
き
基
盤
を
用
意
し
た
も
の
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
父
思
想
や
パ
ド
ヴ
ァ
の
マ
ル
シ
リ
ウ
ス

な
ど
、
テ
キ
ス
ト
に
は
直
接
あ
た
っ
て
い
な
い
が
、
政
治
思
想
史
の
分

野
で
も
興
味
深
い
論
点
を
幾
つ
か
提
示
し
て
い
る
点
も
本
書
の
貢
献
で

あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
単
に
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論

の
本
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
共
和
主
義
的
政
治
理
論
の
概
説
書
と

し
て
の
意
義
も
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
利
点
に
も
関
わ
ら
ず
本
書
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
サ
ン
デ
ル
型
の
徳
論
中
心

の
議
論
と
キ
ケ
ロ
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
型
の
制
度
論
中
心
の
議
論
と
を
本
書

に
お
い
て
折
衷
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
独
自
性
は
も
ち
ろ

ん
高
く
評
価
で
き
る
が
、
結
果
と
し
て
自
由
主
義
的
な
論
者
か
ら
は
義

務
、
共
通
善
、
徳
な
ど
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
厚
み
を
批
判
さ
れ
る
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余
地
を
大
幅
に
残
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
共
和
主
義
論
内
部
で
の
矛
盾

を
解
消
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
共
和
主
義
の
外
部
の
視
点
を
ど
こ
ま

で
十
分
に
取
り
込
め
た
の
か
が
問
わ
れ
よ
う31

）
。

お
わ
り
に

以
上
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
市
民
的
共
和
主
義
と
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
に
よ

る
市
民
的
共
和
主
義
の
市
民
教
育
へ
の
応
用
に
関
す
る
二
冊
の
本
を
検

討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
近
年
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
に
お
い

て
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
自
由
主
義
対
共
和
主
義
と
い
う
二
項
対

立
図
式
と
そ
の
前
提
と
な
る
市
民
的
共
和
主
義
理
解
が
擁
護
可
能
か
ど

う
か
を
検
証
し
た
。
市
民
的
共
和
主
義
は
こ
の
二
冊
を
検
討
し
た
だ
け

で
も
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
複
雑
さ
を
具
し
て
お
り
、
単
純
に
一
つ
の
伝

統
や
理
論
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
そ
の
前

提
と
す
る
市
民
的
共
和
主
義
が
一
枚
岩
の
理
論
で
あ
る
こ
と
が
暗
黙
裡

に
前
提
と
さ
れ
、
こ
と
さ
ら
自
由
主
義
と
市
民
的
共
和
主
義
と
の
単
純

な
対
比
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
果
た
し
て
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
一

つ
の
回
答
は
、
市
民
的
共
和
主
義
の
代
表
と
し
て
サ
ン
デ
ル
の
コ
ミ
ュ

ニ
タ
リ
ア
ン
的
か
つ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
思
潮
が
、
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
意
識

的
に
制
度
論
を
中
心
に
論
じ
て
お
り
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
必

要
性
に
も
目
配
り
し
、ま
た
、井
之
口
智
亮32

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
シ
ヴ
ィ

リ
テ
ィ
の
観
念
な
ど
何
ら
か
の
徳
論
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
自
身
が
十
分
に
そ
の
点
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
教
育
哲
学
と
政
治
理
論
に
ま
た
が
っ
て
研
究
す
る

筆
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
宿
題
が
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
さ
ら
に
深
く
論
究
し
た
い33

）
。

注（
１
）P

o
co
ck
,
J.
G
.
A
.,
T
h
e
 
M
ach

iavellian
 
M
om
en
t:
F
lor-

en
tin
e P

olitical T
h
ou
gh
t an

d
 
th
e A

tlan
tic
 
R
epu

blican
 

T
rad

ition
,
P
rin
ceto

n
(N
J):

P
rin
ceto

n U
n
iv
ersity P

ress,

1975

（
ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
Ａ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
、
田
中
秀
夫
・
奥
田
敬
・

森
岡
邦
泰
訳
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト
｜
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
政
治
思
想
と
大
西
洋
圏
の
共
和
主
義
の
伝
統
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
２
）civ

ic rep
u
b
lica

n
ism

の
訳
語
は
、
論
者
に
よ
り
「
公
民
的
共

和
主
義
」「
市
民
的
共
和
主
義
」「
市
民
共
和
主
義
」
等
が
あ
る
が
、

本
稿
に
お
い
て
は
邦
語
原
文
に
か
か
わ
ら
ず
便
宜
的
に
「
市
民
的

共
和
主
義
」
に
統
一
し
た
。

（
３
）
例
え
ば
、
以
下
が
あ
る
。
田
中
秀
夫
・
山
脇
直
司
編
『
共
和
主
義

の
思
想
空
間
｜
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
可
能
性
』（
名
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古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
特
に
第
Ⅳ
部
。
佐
伯
啓
思
・

松
原
隆
一
郎
編
著
『
共
和
主
義
ル
ネ
サ
ン
ス
｜
現
代
西
欧
思
想
の

変
貌
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
特
に
第
一
部
。
小
田
川
大

典
「
現
代
の
共
和
主
義
｜【
近
代
・
自
由
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
】」『
社

会
思
想
史
研
究
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
八
｜
二
九
頁
。

（
４
）
橋
崎
頼
子
『
多
元
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
構
成
原
理
｜
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
手
が
か
り
に
｜
』（
神
戸
大
学
大
学
院
総

合
人
間
科
学
研
究
科
博
士
学
位
請
求
論
文
（
未
公
刊
）、
二
〇
一
〇

年
）、
一
四
｜
一
七
頁
。
な
お
、
本
論
文
自
体
は
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
を
比
較
し
た
上
で
、
法
を
統
合
原
理
と
す
る
多
元
主
義

的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
提
唱
す
る
極
め
て
興
味
深
い
論

文
で
あ
る
。

（
５
）
河
野
哲
也
『
道
徳
を
問
い
な
お
す
｜
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
教
育
の

ゆ
く
え
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
特
に
第
二
章
。
な
お
、
河

野
も
共
和
主
義
に
二
類
型
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る

（
一
○
○
｜
一
○
二
頁
）。

（
６
）
本
稿
は
も
と
も
と
こ
の
二
冊
の
書
評
と
し
て
執
筆
し
、
両
者
を

統
合
す
る
に
あ
た
り
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
ポ
ン
ペ
ウ
・
フ
ァ
ブ
ラ
大
学
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
の
法
哲
学
准
教
授
。

な
お
、
マ
ル
テ
ィ
は
、
本
書
に
関
連
し
て
、
次
の
英
文
論
考
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
。Jo
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（
８
）
現
在
は
、
サ
ウ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
教
育
学
部
の
歴
史
・

公
民
教
育
上
級
講
師
。
歴
史
・
社
会
科
学
で
学
部
卒
業
後
、
そ
の
後
、

大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
職
課
程
と
二
つ
の
修
士
課
程
を
経
て
、
教
育

学
で
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
研

究
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
るC

itized

の
運
営
に
長
年
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ー
ク
ベ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
継
続
教
育
学

部
長
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ネ
ッ
ト
が
本
書
の
緒
言
を
著
し
て
い
る
（p

.

ix

）。

（
９
）P

h
ilip P

ettit,
R
epu

blican
ism

:
A
 
T
h
eory of F

reed
om

 
an
d
 
G
overn

m
en
t,
O
x
fo
rd
:
O
x
fo
rd
 
U
n
iv
ersity

 
P
ress,

1997.

（
10
）D

a
v
id
 
D
.
L
a
itin

,
‘A
 
P
olitical P

h
ilosoph

y
 
in
 
P
u
blic

 
L
ife:

C
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epu
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ism
 
in
 
Z
apatero’s S

pain
,
b
y Jo

se

L
u
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rtı

a
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d P

h
ilip P

ettit,
P
rin
ceto

n
,
N
J:
P
rin
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n
 

U
n
iv
ersity

 
P
ress,

2011

﹇sic

﹈,’
P
olitical

 
T
h
eory

,
40(3),

2012,
p
p
.387

401.

（
11
）
谷
澤
正
嗣
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
合
意
と
抗
争
｜
現
代
共

和
主
義
の
視
点
か
ら
」
齋
藤
純
一
・
田
村
哲
樹
編
『
ア
ク
セ
ス

デ

モ
ク
ラ
シ
ー
論
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）一
五
八
｜
一

七
七
頁
。

（
12
）
こ
れ
ら
の
他
に
も
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
議
論
を
紹
介
・
検
討
し
た
も

の
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
自
由
論
を
検
討
し
た
も
の
に
、
山
岡
龍
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一
「
政
治
的
自
由
」
押
村
高
・
添
谷
育
志
編
『
ア
ク
セ
ス

政
治
哲

学
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
三
一
｜
一
三
八
頁
。

小
田
川
大
典「
共
和
主
義
と
自
由
｜
ス
キ
ナ
ー
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
、
あ

る
い
は
マ
ジ
ノ
線
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
｜
」『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』

第
五
四
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
、
三
九
｜
八
一
頁
。
森
達
也「
自

由
」
飯
島
昇
藏
・
佐
藤
正
志
・
太
田
義
器
編
『
現
代
政
治
理
論
』（
お

う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
）特
に
八
二
｜
八
六
頁
。
ま
た
、
シ
ヴ
ィ
リ

テ
ィ
論
を
検
討
し
た
も
の
に
、
井
之
口
智
亮「
他
者
の
評
価
に
対
す

る
欲
求
は
徳
へ
と
導
く
の
か
｜
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
『
シ

ヴ
ィ
リ
テ
ィ
』
論
の
検
討
を
通
じ
て
｜
」『
早
稲
田
政
治
公
法
学
研

究
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
一
二
年
、
三
五
｜
四
九
頁
。

（
13
）
山
岡
、
前
掲
論
文
、
一
三
四
頁
。

（
14
）
類
似
の
批
判
と
し
て
、
森
達
也
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
関
係
性
の
観

点
か
ら
自
由
を
語
る
た
め
に
、
個
々
の
危
害
行
為
に
つ
い
て
含
意

を
導
け
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
（
森
、
前
掲
論
文
、
八
五
頁
）。

（
15
）
こ
の
点
は
、
実
は
重
要
な
批
判
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
教

育
に
お
い
て
教
師
や
大
人
が
子
ど
も
に
対
し
て
、
ま
た
、
医
療
に
お

い
て
医
者
や
看
護
婦
が
患
者
に
対
し
て
、
介
護
に
お
い
て
介
護
士

が
要
介
護
者
に
対
し
て
、
恣
意
的
な
影
響
力
を
潜
在
的
に
行
使
し

う
る
立
場
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
16
）
こ
の
点
が
、
な
ぜ
サ
パ
テ
ロ
と
い
う
左
派
政
治
家
が
共
和
主
義

の
理
論
に
傾
倒
し
た
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
に
繋
が
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、p

.111

で
サ
パ
テ
ロ
も
述
べ
る
よ
う
に
、
ス

ペ
イ
ン
の
社
会
主
義
に
は
、「
支
配
の
不
在
と
し
て
の
自
由
」
や
ア

レ
ン
ト
な
ど
の
共
和
主
義
の
伝
統
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
第
二
章

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
社
会
主
義
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
自
体
が
恣
意
的

支
配
へ
の
抵
抗
で
あ
り
続
け
て
き
た
点
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
よ

う
。

（
17
）M

a
rtı

&
P
ettit,

A
 
P
olitical P

h
ilosoph

y in P
u
blic L

ife
,

p
.158.

（
18
）「
共
和
主
義
的
政
治
理
論
の
中
心
的
な
考
え
は
、
自
己
統
治
に
共

に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
自
由
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
…
自
由
に
つ
い
て
の
共
和
主
義
的
な
考
え
方
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な

考
え
方
と
は
異
な
り
、
人
格
形
成
的
政
治
を
要
求
す
る
。
そ
の
政
治

と
は
、
自
己
統
治
の
た
め
に
必
要
と
な
る
人
格
的
な
特
性
を
市
民

の
中
に
涵
養
す
る
も
の
で
あ
る
。」（M

ich
a
el,

J.
S
a
n
d
el,

D
em
ocracy’s D

iscon
ten
t:
A
m
erica

 
in
 
S
earch

 
of
 
P
u
blic

 
P
h
ilosoph

y
,
C
a
m
b
rid
g
e
(M
A
):
T
h
e
 
B
elk

n
a
p
 
P
ress o

f
 

H
a
rv
a
rd U

n
iv
ersity P

ress,1996,
p
.5

（
金
原
恭
子
・
小
林
正

弥
監
訳
『
民
主
政
の
不
満
｜
公
共
哲
学
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
（
上
）』

勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
四
頁
））。

（
19
）
中
村
隆
志
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
共
和
主
義
論
｜
政
治

的
自
律
と
異
議
申
し
立
て
｜
」『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
六
一
巻

第
二
号
、
二
〇
一
一
年
、
八
一
｜
八
三
頁
。
中
村
は
、Iseu

lt H
o
n
o
-

h
a
n
(C
ivic R

epu
blican

ism
,
L
o
n
d
o
n
:
R
o
u
tled

g
e,
2002,

p
.

109

）
を
引
用
し
な
が
ら
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
「
支
配
の
不
在
と
し
て

の
自
由
」
に
政
治
参
加
と
い
う
「
自
己
統
治
と
し
て
の
自
由
」
へ
の

接
合
を
求
め
て
い
る
。

（
20
）
森
、
前
掲
論
文
、
八
五
｜
八
六
頁
。

（
21
）M

a
rtı

&
P
ettit,

A
 
P
olitical P

h
ilosoph

y in P
u
blic L

ife
,

― ―50



 

p
.42.

（
22
）Ib

id
.,
p
.72.

（
23
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
共
和
主
義
が
平
等
主
義
的
で
あ
る
と
主

張
す
る
箇
所
と
し
て
、P

ettit,
R
epu

blican
ism

,
p
p
.110

120.

（
24
）M

a
rtı

&
P
ettit,

A
 
P
olitical P

h
ilosoph

y in P
u
blic L

ife
,

p
.148.

こ
の
観
点
は
、
彼
の
「
都
市
の
自
由
」
と
い
う
議
論
に
も
関

連
し
よ
う
。P

ettit,
R
epu

blican
ism

,
p
.67.

（
25
）B

ern
a
rd C

rick
,
E
ssays on

 
C
itizen

sh
ip
,
L
o
n
d
o
n
:
C
o
n
-

tin
u
u
m
,
2000,

esp
.p
p
.4
8
&
120

（
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
、

関
口
正
司
監
訳
、
大
河
原
伸
夫
・
岡
﨑
晴
輝
・
施
光
恒
・
竹
島
博
之
・

大
賀
哲
訳
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
｜
政
治
哲
学
と
市
民
』
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
、
特
に
一
四
｜
二
〇
、
一
六
九
頁
）。

（
26
）G

eo
ffrey H

in
ch
liffe,

‘C
ivic R

epu
blican

ism
 
an
d
 
C
ivic

 
E
d
u
cation

:
T
h
e E

d
u
cation

 
of C

itizen
s
.
A
n
d
rew

 
P
eter-

so
n
.
B
a
sin
g
sto
k
e,
P
a
lg
ra
v
e M

a
cM

illa
n
,
2011.

P
p
/200.

H
b
. £
58.00.’

Jou
rn
al of P

h
ilosoph

y of E
d
u
cation

,
47(1),

2013,
p
.147

150.

（
27
）
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
場
合
、
共
和
主
義
が
反
君
主
政
の
議
論

を
も
指
す
こ
と
と
の
整
合
性
は
取
れ
よ
う
。

（
28
）Jo

h
n R

a
w
ls,
P
olitical L

iberalism
,
N
ew
 
Y
o
rk
:
C
o
lu
m
-

b
ia U

n
iv
ersity P

ress,
1993,

p
.205.

但
し
、
ロ
ー
ル
ズ
はcla

s-

sica
l rep

u
b
lica

n
ism

とciv
ic h

u
m
a
n
ism

と
の
用
語
を
用
い

る
。

（
29
）W

ill K
y
m
lick

a
,
C
on
tem

porary
 
P
olitical P

h
ilosoph

y:

A
n
 
In
trod

u
ction

,
2

ed
.,
O
x
fo
rd
:
O
x
fo
rd
 
U
n
iv
ersity

 

P
ress,

2002,esp
.C
h
.7

（
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
、
千
葉
眞
・
岡

﨑
晴
輝
訳
者
代
表
『
新
版

現
代
政
治
理
論
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
〇
五
年
、
特
に
第
七
章
）。
ま
た
、
参
照
、A

la
n P

a
tten

,’T
h
e

 
rep

u
b
lica

n
 
critiq

u
e o

f lib
era

lism
,’
B
ritish

 
Jou

rn
al of

 
P
olitical S

cien
ce
,
V
o
l.26 n

o
.1,
p
.26.

（
30
）H

in
ch
liffe,

ib
id
.,
p
.148.

（
31
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
七
章
の
終
わ
り
で
多
元
主
義
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
か
ら
共
和
主
義
を
吟
味
し
て
い
る
部
分
に
一
部
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
32
）
井
之
口
、
前
掲
論
文
。

（
33
）
一
部
は
日
本
政
治
思
想
学
会
二
〇
一
四
年
度
大
会
（
於
関
西
大

学
）
で
の
報
告
に
お
い
て
答
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
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